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広報ながしま  202４年12月号  ｜  ２

令和6年（2024年） No.225

12 
文化芸能の成果一堂に発表

心を一つにするたすき～第69回長島一周駅伝競走大会～

自慢のさかなと多彩な催しで大盛況～第１７回長島おさかな祭り～

水道管の凍結にご注意を

償却資産の申告をしていますか／「二十歳の集い」を開催

町税の完納に協力ください／これまでどおりの医療をあなたに

北　摩五つ星フェアを開催します／死亡野鳥を発見したら

みんなで防ごう高齢者虐待～地域包括支援センターだより～

お口元気歯ッピー健診／陸海空自衛官募集／蜜蜂飼育届け

の提出を

地域おこし協力隊通信／町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼

［裏表紙］「長島町のりあいタクシー」の運行期間延長／編集

後記

 11月24日 （日） 17時９分世帯

女性

男性

人口
令和６年11月30日現在 ※（ ）は前月比

4,346 （+2）

（-3）

（-９）

（-12）

4,831
4,575
9,406

　高串崎の沖合から夕日
を撮影しました。
　秋は、太陽光の波長の
関係や空気中の不純物が
少なく、空が茜色に染ま
り、夕日がきれいな季節
とされています。
　　

（関連記事＝ P22）
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07
08
09
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12

13 
14
16
20
21

北　摩五つ星フェアを開催します／死亡野鳥を発見したら



３ ｜  広報ながしま  2024年12月号

　
第
19
回
長
島
町
総
合
文
化
祭
が
11

月
９
日
と
10
日
の
２
日
間
、
町
文
化

ホ
ー
ル
と
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
文
化
協
会
の
入
口
守
会
長
が

「
一
人
ひ
と
り
が
、
感
動
し
、
親
し

く
交
流
が
で
き
る
文
化
祭
と
し
て
ほ

し
い
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
、
園
児
や
小
中
学

生
、
文
化
協
会
加
盟
団
体
な
ど
に
加

え
特
別
ゲ
ス
ト
に
鹿
児
島
大
学
男
声

合
唱
団
フ
ロ
イ
デ
・
コ
ー
ル
部
の
Ｏ

Ｂ
で
結
成
さ
れ
た
「
楠な
ん
せ
い
か
い

声
会
」
が
演

目
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
引
退
を
迎
え
た
長
島
中
学

校
吹
奏
楽
部
３
年
生
の
増
田
莉り

の乃
さ

ん
は
「
お
客
さ
ん
の
手
拍
子
な
ど
で

盛
り
上
げ
て
も
ら
い
、
最
後
の
演
奏

を
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
年
間
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
は
、
園
児
や
児

童
生
徒
の
作
品
、
書
道
、
盆
栽
な
ど

の
ほ
か
、
町
出
身
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ

ン
高
橋
和
男
さ
ん
（
埼
玉
県
在
住
）

の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
作

品
に
見
入
り
ま
し
た
。　

文
化
芸
能
の
成
果
一
堂
に

長島中学校と城川内小学校の合同演奏長島中学校と城川内小学校の合同演奏 展示された盆栽展示された盆栽

楠声会、コールうずしお、～ Largo ～の合唱楠声会、コールうずしお、～ Largo ～の合唱 なごみ会の演舞なごみ会の演舞

オープニングを飾った風の杜子ども園の合奏オープニングを飾った風の杜子ども園の合奏



中学校の部

優
勝

鷹
巣
中
学
校
Ａ

２
時
間
22
分
56
秒

２
位

長
島
中
学
校
Ａ

２
時
間
25
分
02
秒

３
位

鷹
巣
中
学
校
Ｂ

２
時
間
40
分
20
秒

４
位

平
尾
中
学
校

２
時
間
41
分
44
秒

５
位

長
島
中
学
校
Ｂ

２
時
間
43
分
23
秒

６
位

川
床
中
学
校

２
時
間
52
分
26
秒

高校・一般の部

優
勝

長
島
町
役
場
Ａ

２
時
間
14
分
10
秒

２
位

東
陸
友
会

２
時
間
15
分
09
秒

３
位

東
町
漁
協

２
時
間
23
分
17
秒

４
位

長
島
町
消
防
団

２
時
間
25
分
49
秒

５
位

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ

２
時
間
26
分
55
秒

６
位

長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ

２
時
間
34
分
40
秒

７
位

獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ

２
時
間
39
分
12
秒

８
位

長
島
町
役
場
Ｂ

２
時
間
46
分
48
秒

青
年
団
（
オ
ー
プ
ン
参
加
）

２
時
間
36
分
59
秒

区間賞記録

中学校の部

１
区

内
田　

陽
人

平
尾
中
学
校

13
分
19
秒

２
区

濵
島　

海
司

鷹
巣
中
学
校
Ａ

10
分
49
秒

３
区

宮
路
恵
美
奈

鷹
巣
中
学
校
Ａ

10
分
13
秒

竹
田　

桜
奈

長
島
中
学
校
Ａ

10
分
13
秒

４
区

福
永　

心
望

長
島
中
学
校
Ａ

６
分
32
秒

５
区

濵
島　

結
夏

鷹
巣
中
学
校
Ａ

９
分
36
秒

６
区

宮
脇　

夢
羽

鷹
巣
中
学
校
Ａ

９
分
32
秒

７
区

濵
畑　

湊
哉

鷹
巣
中
学
校
Ａ

11
分
40
秒

８
区

井
上　

大
雅

長
島
中
学
校
Ａ

10
分
36
秒

９
区

山
角　
　

司

平
尾
中
学
校

13
分
20
秒

10
区

菊
地　

優
心

長
島
中
学
校
Ａ

７
分
38
秒

11
区

浦
底　

大
悟

鷹
巣
中
学
校
Ａ

９
分
14
秒

12
区

割
地　
　
玲

鷹
巣
中
学
校
Ａ

11
分
09
秒

13
区

増
田　
　
凛

長
島
中
学
校
Ａ

07
分
22
秒
（
新
）

14
区

中
西　

結
萌

長
島
中
学
校
Ａ

09
分
03
秒

高校・一般の部

１
区

樋
渡　

速
太

長
島
町
役
場
Ａ

12
分
06
秒

２
区

宮
路　

侑
生

東
陸
友
会

10
分
15
秒
（
新
）

３
区

新
田
航
太
郎

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ

14
分
14
秒

４
区

田
ノ
上
尚
吾

長
島
町
役
場
Ａ

14
分
59
秒

５
区

清
水　

智
喜

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ

11
分
19
秒

６
区

濵
村　

文
和

東
陸
友
会

10
分
37
秒

７
区

門
元　

祥
太

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ

13
分
22
秒

８
区

久
保　

海
渡

長
島
町
消
防
団

８
分
13
秒

９
区

石
田　

亮
勇

東
陸
友
会

９
分
06
秒

10
区

河
野　

遊
歩

長
島
町
消
防
団

11
分
22
秒

11
区

白
濵　

信
太

東
陸
友
会

14
分
29
秒

永年選手賞

飯
尾　

輝
伸
（
青
年
団
）

山
下　

幸
志
（
東
町
漁
協
）

10
年
選
手
賞

中
西　

隆
喜
（
長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

鳥
越　
　

伸
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

15
年
選
手
賞

脇
田　

高
洋
（
長
島
町
役
場
Ｂ
）

35
年
選
手
賞

町
田
章
太
郎
（
長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

小
城　

久
義
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

45
年
選
手
賞

山
角　
　

司

広報ながしま  2024年12月号  ｜ ４ ５ ｜  広報ながしま  2024年12月号

心
を
一
つ
に
す
る
た
す
き

　
　
　
　  

〜
第
69
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会
〜

11
月
16
日
、
第
69
回
長
島
一
周

駅
伝
競
走
大
会
が
あ
り
、
全
長
36
・

２
㌔
の
コ
ー
ス
に
中
学
校
の
部
６

チ
ー
ム
、
一
般
の
部
９
チ
ー
ム
合
計

１
８
３
人
が
出
場
し
、
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
大
会
副
会
長
の
長

岡
勇
二
副
町
長
が
「
終
戦
後
、
復
興

を
祈
願
し
て
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
大

会
で
皆
さ
ん
が
健
闘
す
る
こ
と
を
祈

願
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
発
着
地
の
指
江
支
所
前
で
各
チ
ー

ム
第
一
走
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
る

と
、
選
手
ら
は
緊
張
の
面
持
ち
で
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
び
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
に
号
砲
が
鳴
ら
さ
れ
る

と
、
仲
間
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
た

す
き
を
胸
に
15
人
の
選
手
が
勢
い
よ

く
駆
け
出
し
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
、
関
係
者
や
地
域
住
民

か
ら
の
声
援
が
飛
び
交
う
中
、
選
手

た
ち
は
懸
命
に
足
を
前
に
出
し
て
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
の
部
で
優
勝
し
た
鷹
巣
中

Ａ
チ
ー
ム
主
将
の
中
村
優ゆ

う
じ
ん仁
さ
ん

（
３
年
）
は
「
１
年
か
ら
続
け
て
き

た
駅
伝
大
会
で
最
後
の
年
に
優
勝
で

き
て
嬉
し
い
。
チ
ー
ム
内
で
切
磋
琢

磨
で
き
た
こ
と
が
優
勝
に
つ
な
が
っ

た
」
と
チ
ー
ム
一
丸
で
取
り
組
み
優

勝
し
た
喜
び
を
噛
み
締
め
ま
し
た
。

たすきを受けて走り出す選手たすきを受けて走り出す選手 園児の声援を受け、力走を見せる選手園児の声援を受け、力走を見せる選手

優勝した鷹巣中学校の選手たち優勝した鷹巣中学校の選手たち

中学生同士の激戦中学生同士の激戦



広報ながしま  2024年12月号  ｜6  

自
慢
の
さ
か
な
と
多
彩
な
催
し
で
大
盛
況

　
　
　
　
　
　
　 

　  

～
第
17
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り
～

　
第
17
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り
が
11

月
24
日
、
薄
井
漁
港
で
開
催
さ
れ
、

約
１
万
２
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
和
太
鼓
集
団
「
和
楽
」
の
演
奏
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
町
地
域
戦

略
協
議
会
の
山
下
伸
吾
東
町
漁
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
が
「
多
く

の
か
た
に
来
場
い
た
だ
き
感
謝
。
皆

さ
ん
に
と
っ
て
楽
し
い
お
さ
か
な
祭

り
に
な
る
よ
う
に
祈
念
し
た
い
」
と

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
恒
例
の
人
気
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
模
擬
入
札
や
さ
か
な

の
一
本
釣
り
の
ほ
か
、
漁
船
パ
レ
ー

ド
、
大
漁
祈
願
餅
投
げ
な
ど
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
海
産
物
や
農
産
物
な
ど
の
出
店
が

軒
を
連
ね
た
会
場
で
は
、
長
島
の
味

を
買
い
求
め
る
来
場
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
鰤
王
の
刺
身
や
ア
オ
サ
汁
が

振
る
舞
わ
れ
た
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　
芸
能
シ
ョ
ー
で
は
、
も
の
ま
ね
タ

レ
ン
ト
の
ノ
ブ
＆
フ
ッ
キ
―
さ
ん
と

演
歌
歌
手
の
彩り

ゅ
う
せ
い青さ
ん
が
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
魚
の
一
本
釣
り
で
背
丈
ほ
ど
の
ブ

リ
を
釣
り
上
げ
た
山
口
朔さ
く
君
（
水
俣

市
・
７
歳
）
は
「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
魚

を
さ
ば
い
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
」

と
満
面
の
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

大漁祈願餅投げは寿司詰め状態大漁祈願餅投げは寿司詰め状態

水しぶきを上げての漁船パレ―ド水しぶきを上げての漁船パレ―ド

模擬入札の豪華海産物セット模擬入札の豪華海産物セット

観客席の中を歌いながら歩き、盛観客席の中を歌いながら歩き、盛
り上げたノブ＆フッキーさんり上げたノブ＆フッキーさん

大きなブリを釣り上げた山口朔君大きなブリを釣り上げた山口朔君



7 ｜  広報ながしま  2024年12月号

今夜は冷えそう…！
明日の気温は、氷点下⁉

水道管の凍結に
ご注意を !!

そんな日の夜は…

　
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
気

温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な
る
と
水

道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
寒
波
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
水
道

メ
ー
タ
ー
や
止
水
栓
の
位
置
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
】

・
屋
外
で
「
む
き
出
し
」
に
な
っ
て

い
る
水
道
管

・
普
段
あ
ま
り
使
わ
な
い
蛇
口
や
空

き
家
の
水
道

※
旅
行
な
ど
に
よ
り
長
期
間
、
家
を

留
守
に
す
る
場
合
や
空
き
家
は
、
あ

ら
か
じ
め
止
水
栓
（
元
栓
）
を
閉
め

る
な
ど
、
事
前
に
凍
結
破
損
へ
の
対

応
を
し
ま
し
ょ
う
。

水道管などの凍結破損を防ぐには

①水道管を保温する
　屋外でむき出しになって
いる水道管や蛇口には、布
や市販の保温材を巻いて保
温すると効果的です。

②一番低い場所にある蛇口から水抜きをする
　止水栓（元栓）を閉めて、水道管内部にある水を全
部抜き、水道管を空にします。水道管を空にしてしま
えば、水はないので凍結を防ぐことができます。

③チョロチョロ流しっぱなし
　就寝前に蛇口から
水が糸を引く程度流
しておくと、水道管の
中の水が動くことで
凍りにくくなります。
流しておく水はバケ
ツなどに溜めて再利
用しましょう。(※水道代は自己負担になります。）

④メーターボックス内
　メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロール）を入れ
ることで外気
の侵入を防ぎ、
メーターや止水
栓（元栓）の凍
結を防ぐことが
できます。

　メーターボックス内の止水栓（元栓）
を閉めたのち、長島町水道指定給水装置
工事事業者に、修理を依頼してください。
※凍結による漏水の水道料金の減免はで
きませんのでご了承ください。
町水道指定給水装置工事事業者は、QRコードから
確認できます。

　破損しないために「蛇口
をひねらない」、「熱湯を直
接かけない」ことが原則で
す。破損の危険を最小限に
するためにも自然に溶ける
のを待ちましょう。

凍結した場合は 凍結で水道管が破損したら…

問い合わせ先
役場水道課水道係
☎（86）1114［直通］



広報ながしま  2024年12月号  ｜８  

償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い
ま
す
か

　
固
定
資
産
税
に
は
、
土
地
と
家
屋

以
外
に
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）

が
あ
り
ま
す
。
法
人
や
個
人
で
町
内

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
た
は
地
方

税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
基
づ
き

資
産
の
増
減
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
１

月
中
に
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で

す
。

「
二
十
歳
の
集
い
」
を
開
催

　
町
で
は
、
将
来
を
担
う
二
十
歳
と

な
る
か
た
の
門
出
を
祝
い
、
社
会
人

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
つ
機
会

と
し
て
、
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

を
対
象
に
令
和
７
年
「
二
十
歳
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
※
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、

成
人
式
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
検
討
し
、
令

和
５
年
か
ら
20
歳
の
か
た
を
対
象
に

「
二
十
歳
の
集
い
」
と
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

〇
日
時

　
令
和
７
年
１
月
４
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～

〇
場
所

　
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

〇
対
象
者

・
10
月
１
日
現
在
町
内
に
住
民

票
が
あ
る
か
た

・
町
内
の
小
学
校
ま
た
は
中
学

校
を
卒
業
し
二
十
歳
の
集
い
へ

の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

〇
案
内
状

　
９
月
下
旬
に
該
当
者
へ
発
送
済

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

〇
申
告
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

・
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対

象
と
な
る
自
動
車

・
無
形
固
定
資
産
（
鉱
業
権
、
特

許
権
、
営
業
権
、
漁
業
権
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
）

・
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は

取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
償
却

資
産
で
税
務
会
計
上
固
定
資
産
と

し
て
計
上
し
な
い
も
の

・
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
償

却
資
産
を
税
務
会
計
上
３
年
間
で

一
括
償
却
し
て
い
る
も
の

〇
申
告
方
法

　
毎
年
１
月
１
日
時
点
で
所
有
し

て
い
る
資
産
（
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
資
産
も
含
む
）
や
、
そ
の
前

年
度
に
増
加
ま
た
は
減
少
し
た
資

産
な
ど
に
つ
い
て
償
却
資
産
申
告

書
に
記
載
し
、
税
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
の
資
産
か
ら
増
減
が
な
い

場
合
で
も
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

※
申
告
に
必
要
な
書
類
は
税
務
課

で
も
取
得
可
能
で
す
。

〇
申
告
期
間

　
１
月
６
日（
月
）～
１
月
31
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

償却資産の対象となるもの（例）

農業・畜産業
農業用構築物、ビニールハウ
ス、牛舎・堆肥舎（家屋以外）、
農耕作業用車両（乗用型以外）
など

漁業
漁船・エンジン（船外機）、
釣り具（網）、水槽、機械
設備（魚群探知機）など

自動車整備、ガソリン販売業
オートリフト、オイルチェン
ジャー、洗車機、溶接機、地
下タンク、独立キャノピー、
照明設備、ガソリン計量器、
防壁など

飲食業
厨房設備、接客用家具、備品、
カラオケセット、テレビ、放
送設備、冷蔵庫、冷凍庫など

医療・薬局・福祉
各種医療用機器（ベッド）
各種キャビネットなど

小売業
商品陳列ケース、冷蔵庫・レ
ジスター、自動販売機など

※太陽光発電 
太陽光パネル・付属設備
フェンスなど

不動産貸付業
外構工事（門・塀・緑化
施設）
駐輪所・駐車場・照明
門・塀・監視カメラなど

建設業
・軽自税対象以外のブルドー
ザー、パワーショベル、フォ
ークリフト、ミキサー
・大型特殊自動車など

各業種共通
パソコン、コピー機、ルームエアコン、内装・内部造作等、外灯、舗装路面、看板（広告塔・
案内板・ネオンサイン）、駐車場・駐輪場設備など

※事業のために用いている太陽光設備は発電出力量や全量売電か余剰売電に関わらず償却資産の申告が必要です。
ただし、個人の住宅用で家屋の屋根などに設置し余剰を売電する場合で 10 キロワット未満の場合は売電す
るための事業用資産とならないため償却資産の申告は不要です。

令和６年「二十歳の集い」令和６年「二十歳の集い」
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町
税
の
完
納
に

　
協
力
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
管
理
収
納
係

　
☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

　
町
で
は
、
毎
年
12
月
を
「
町
税
完

納
月
間
」、
県
で
は
「
県
下
一
斉
国

保
税
滞
納
整
理
月
間
」
と
定
め
、
町

税
・
保
険
料
の
徴
収
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
町
税
・
保
険
料
が
、
各
期
の
納
期

限
ま
で
に
納
付
が
さ
れ
な
い
場
合

は
、「
滞
納
処
分
」
を
行
い
ま
す
。

　
町
税
や
保
険
料
は
、
町
の
教
育
や

福
祉
、
介
護
、
ご
み
処
理
、
道
路
・

港
湾
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
や
消
防

お
よ
び
救
急
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
う
え
で
大
切
な
財
源
で
す
の

で
、
各
期
の
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

滞
納
処
分
の
流
れ

①
督
促

　
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状

を
発
送
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
「
財
産
を

差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
催
告

　
自
主
納
付
を
促
す
た
め
に
文
書

や
訪
問
に
よ
り
催
告
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
催
告
は
差
し
押
さ
え
す

る
た
め
の
必
須
要
件
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
①
に
基
づ
き
差
し
押

さ
え
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
調
査
・
捜
索

　

金
融
機
関
や
生
命
保
険
会
社
、

勤
務
先
、
取
引
先
な
ど
に
対
し
て

財
産
の
有
無
や
取
引
内
容
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

自
宅
や
会
社
を
対
象
に
財
産
の
捜

索
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

④
差
し
押
さ
え

　
調
査
・
捜
索
に
よ
り
発
見
し
た

財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。
財
産

の
対
象
は
、
預
貯
金
や
給
与
、
保

険
契
約
、
動
産
（
軽
自
動
車
・
電

化
製
品
・
美
術
品
・
骨
董
品
な
ど
）、

不
動
産
（
普
通
自
動
車
を
含
む
）、

取
引
上
の
売
掛
金
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

⑤
換
価

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
取
り
立

て
や
公
売
を
通
じ
て
お
金
に
換
え

滞
納
さ
れ
た
税
金
に
充
当
し
ま
す
。

◇ 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

　
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も
の
が

あ
る
が
、
令
和
６
年
度
の
税
金
な

の
で
12
月
ま
で
に
払
え
ば
い
い
の

で
は
？

Ａ
１

　
町
税
・
保
険
料
は
各
期
の
納
期

限
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

納
期
限
内
で
完
納
に
な
ら
な
い
場

合
は
、
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
払
い
忘
れ
は
、
完
納
月
間

を
機
会
に
早
め
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
２

　

借
り
入
れ
の
返
済
が
厳
し
く
、

税
金
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
２

　
納
税
は
憲
法
に
よ
り
国
民
の
義

務
と
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
法

令
に
よ
り
他
の
支
払
い
よ
り
優
先

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３

　
調
査
で
、
勤
務
先
や
取
引
先
に

滞
納
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

Ａ
３

　
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
法
令
に

よ
り
全
て
の
財
産
に
対
す
る
調
査

権
限
が
、徴
税
吏
員
（
税
務
課
職
員
）

に
発
生
し
ま
す
。
調
査
先
は
権
限
に

よ
る
調
査
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
調
査
先
に
滞
納
が
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
調
査
は
個
人
情
報

保
護
法
に
は
抵
触
し
ま
せ
ん
。

※
令
和
５
年
度
中
の
財
産
差
し

　
押
さ
え
実
績

・
預
貯
金　
　
48
件

・
給
与　
　
　
34
件

・
出
資
金　
　
２
件

・
不
動
産　
　
１
件

・
そ
の
他　
　
２
件

こ
れ
ま
ど
お
り
の
医
療
を
、
あ
な
た
に

　
12
月
２
日
に
、
現
行
の
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
は
無
く
な
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に

移
行
し
ま
し
た
。

　
切
り
替
え
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い

か
た
も
申
請
不
要
で
届
け
ら
れ
る
資

格
確
認
書
で
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
現
行
の
保
険
証
は
、有
効
期
限（
令

和
７
年
７
月
31
日
）
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
場
合
で
も
、

必
要
な
か
た
に
は
資
格
確
認
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
か
た

　
申
請
不
要
で
資
格
確
認
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

〇
新
た
に
後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
か
た

　
申
請
不
要
で
資
格
確
認
書
を
お
届
け
し
ま
す
。
※
来
年
７
月
末
ま
で

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困
難
な
か
た
（
高
齢
者
、障
が
い
者
な
ど
）

　
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
資
格
確
認
書
を
お
届

け
し
ま
す
。

　
診
療
履
歴
に
基
づ
い
た
、
よ
り
良
い
医
療
が

受
け
ら
れ
る
な
ど
、
便
利
で
安
全
な
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
切
り
替
え
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
詳
細
に
つ
い
て

は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。
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死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
ら

　
毎
年
11
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
い

時
期
で
す
。

　
普
段
目
に
す
る
野
鳥
が
３
羽
未
満

で
死
亡
し
て
い
た
場
合
は
、
一
般
ご

み
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
処

分
す
る
と
き
は
素
手
で
触
ら
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
常
、
感
染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵
な

ど
を
人
が
食
べ
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
く
、
感

染
し
た
鶏
肉
な
ど
が
市
場
に
出
回
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
よ
う
な
死
亡
野
鳥
を
発
見
し

た
ら
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
畜
産
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
６﹇
直
通
﹈

〇
渡
り
鳥
・
猛
き
ん
類
の
場
合

　
こ
れ
ら
の
野
鳥
は
感
染
リ
ス
ク

が
高
く
、
種
類
に
よ
っ
て
は
１
羽

で
も
検
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
死
亡
し
て
い
る
野
鳥
を
発
見

し
た
ら
、
町
で
回
収
し
ま
す
の
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
カ
モ
、
ワ
シ
、
タ
カ
、
フ
ク
ロ

ウ
な
ど
】

〇
普
段
目
に
す
る
鳥
の
場
合

　
こ
れ
ら
の
野
鳥
は
感
染
リ
ス
ク

は
低
い
で
す
が
、
同
じ
場
所
で
３

羽
以
上
死
亡
し
て
い
た
場
合
に

は
、
町
で
回
収
し
ま
す
の
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
カ
ラ
ス
、
ス
ズ
メ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ハ
ト
、
サ
ギ
な
ど
】

北
　
摩
五
つ
星
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

北
　
摩
五
つ
星
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　
県
北　
地
域
管
内
の
42
機
関
・
団

体
で
構
成
す
る
北　
摩
振
興
推
進
協

議
会
で
は
、
北　
摩
五
つ
星
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

　
フ
ェ
ア
は
、
北　
地
域
（
阿
久
根

市
、
出
水
市
、
薩
摩
川
内
市
、
さ
つ

ま
町
、
長
島
町
）
の
県
外
に
お
け
る

認
知
度
向
上
や
誘
客
の
促
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

〇
会
場

城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

　
（
城
山
ガ
ー
デ
ン
ズ
水
簾
）

〇
期
間

１
月
10
日
（
金
）

　
〜
２
月
28
日
（
金
）

〇
内
容

北　
地
域
５
市
町
の
食
材
を
活
用

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
お
よ
び
北　
　

　
地
域
の
特
産
品
展
示
・
販
売

問
い
合
わ
せ
先

　
北　
摩
振
興
推
進
協
議
会　
　

　
☎
０
９
９
６（
25
）５
１
０
７

北
　
摩
五
つ
星
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

議
会
で
は
、
北　
摩
五
つ
星
フ
ェ
ア

　
県
北　
地
域
管
内
の

体
で
構
成
す
る
北　
摩
振
興
推
進
協

　
地
域
の
特
産
品
展
示
・
販
売

　
北　
摩
振
興
推
進
協
議
会　
　

　
フ
ェ
ア
は
、
北　
地
域
（
阿
久
根

北　
地
域
５
市
町
の
食
材
を
活
用
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み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

令
和
４
年
度
の
高
齢
者
虐
待
の
相

談
・
通
報
件
数
は
、
養
介
護
施
設
従

事
者
に
よ
る
も
の
が
２
７
９
５
件

（
対
前
年
度
比
４
０
５
件
増
）
、
養

護
者
に
よ
る
も
の
が
３
万
８
２
９
１

件
（
同
比
１
９
１
３
件
増
）
と
、
い

ず
れ
も
過
去
最
多
で
２
年
連
続
増
加

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

【高齢者虐待はなぜ起こる】
　次のような要因が重なり合って起こるといわれます。
性格や生活歴・・・・・・・介護者および高齢者本人の性格やこれまでの生活歴
経済的困難・・・・・・・・・高齢者本人や介護者の経済的困難
家族・親族との関係・・・他の親族等の無関心が、介護者を孤立させ、問題を抱え込む
高齢者の身体状況・・・・身体的な配慮が必要な場合や認知症による言動の混乱など
介護負担・・・・・・・・・・介護疲れや介護力の不足、介護者の持病などによる介護者のストレス

高齢者虐待に該当する行為

種類 具体例

身体的虐待 たたく、つねる、殴る、蹴るなどの暴力
家から出さない、ベッドに縛りつけるなどの身体拘束

介護や世話の放棄
（ネグレクト）

食事や入浴、排泄などの世話をしない
必要な治療を受けさせない
衛生状態の悪い環境で生活させる

心理的虐待 怒鳴る、ののしる、侮辱するなどの言葉の暴力

性的虐待 合意のないあらゆる形態の性的な行為

経済的虐待 年金や預貯金などを勝手に使う、財産を無断で処分する

【
「
虐
待
者
＝
悪
者
」
で
は
な
い 

】

　

高
齢
者
の
虐
待
が
起
こ
る
要
因

は
、
複
数
あ
り
ま
す
が
、
介
護
者
が

心
身
と
も
に
疲
弊
し
、
精
神
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
虐
待
に

至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　
虐
待
し
た
人
が
抱
え
続
け
て
い
る

複
雑
な
問
題
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　マスの中に「＋」か「－」を入れて計算式を完成さ

せましょう。
① 17 □ 1５□ 8 ＝24　　
②３1 □ 5 □ 13 ＝13　　
③ 21 □ 3 □ 1４＝38　　
④ 13 □ 18 □ 13 ＝ 44

答え①＋、－　②－、－　③＋、＋　④＋、＋

【
高
齢
者
虐
待
に
気
づ
い
た
と
き
は
】

　
高
齢
者
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
「
早
期
発
見
」
と
「
介
護
者

へ
の
支
援
」
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
相
談
・
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。
虐
待
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
・
通
報
者
の
個
人
情
報
は

厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

【
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
に
は
】

・
声
を
か
け
あ
え
る
ご
近
所
付
き
合
い

・
小
さ
な
変
化
に
気
付
く

・
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
相
談
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お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
今
年
度
中
に
76
歳
、
78
歳
、
80

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔

健
診
（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
期
に
な
り
ま
す
と
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
飲
み
込
み
の
機
能

が
低
下
し
、
窒
息
や
肺
炎
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
こ
の
健
診
は
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
お
い
し
く
食
べ
て
長
生

き
し
て
も
ら
う
た
め
、
歯
周
病
や
義

歯
の
検
査
と
飲
み
込
み
の
機
能
の
診

査
・
指
導
を
行
い
、
口
腔
機
能
の
低

下
を
未
然
に
防
ぐ
と
て
も
有
効
な
健

診
で
す
。

　
対
象
者
に
は
６
月
１
日
以
降
に
到

着
す
る
よ
う
に
受
診
券
（
オ
レ
ン
ジ
色

の
封
筒
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
県
内
の
歯
科
医
療
機

関
へ
受
診
可
能
か
問
い
合
わ
せ
、
予

約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
か
た
は
、

受
診
券
の
再
発
行
を
行
い
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
健
診
期
間
】

　
令
和
６
年
６
月
１
日
（
土
）
～

　
令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）

【
健 

診 

料
】

　
無
料

【
対 
象 

者
】

・
今
年
度
76
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
者

　
（
昭
和
23
年
４
月
１
日
～
昭
和
24

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

・
今
年
度
78
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
者

　
（
昭
和
21
年
４
月
１
日
～
昭
和
22

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

・
今
年
度
80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
者

　
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　
業
務
課　
保
健
事
業
班

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
３
２
９

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
を

　
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、
蜜
蜂
飼

育
者
は
、
毎
年
、
蜜
蜂
飼
育
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
令
和
６
年
に
届
出
済
み
で
、
引
き

続
き
令
和
７
年
も
蜜
蜂
を
飼
育
す
る

か
た
は
、
改
め
て
蜜
蜂
飼
育
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
養
蜂
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　
令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）

【
留
意
事
項
】

・
趣
味
飼
育
者
お
よ
び
飼
育
予
定

者
も
届
出
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
花
粉
交
配
用
に
期
間
限
定
で
飼

育
す
る
場
合
は
、届
出
不
要
で
す
。

・
飼
育
届
は
飼
育
許
可
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
事
前
に
飼
育
場
所
の
近
隣
住
民

の
理
解
を
十
分
得
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
畜
産
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

陸
海
空
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
で

は
、
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
派
遣
で
の
活
躍
や
国
際
貢

献
、
航
空
機
・
艦
艇
・
潜
水
艦
で
の

勤
務
、
航
空
機
・
車
両
の
整
備
な

ど
、
多
種
類
の
業
務
が
あ
り
ま
す
。　

　
ど
の
よ
う
な
職
種
が
あ
る
か
、
自

衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

(

「
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

部
」
で
検
索)

主な種目 対象年齢など 受付期間及び試験日

自衛官
候補生 18 歳以上 33 歳未満

（32 歳の者は、採用予定月の末日現在、
33 歳に達していない者）

受付：随時受付中
（お問い合わせ下さい）

一般曹
候補生

受付期限：1 月 9 日（木）まで
試験：1 月 14 日（火）～ 18 日（土）（1 次）

高等工科学校
男子で中卒
( 見込含 )
１７歳未満

一　般 受付期限：1 月 16 日（木）まで
試験：1 月 25 日（土）・26 日（日）( １次 )

問
い
合
わ
せ
先

・
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
募
集
課

　
☎
０
９
９(

２
５
３)

８
９
２
０ 

・
県
庁
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
９(

２
８
６)

２
２
５
５
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11
月︽
霜
月
︾

１
日（
金
）

２
日（
土
）

３
日（
日
）

６
日（
水
）

７
日（
木
）

８
日（
金
）

12
日（
火
）

13
日（
水
）

15
日（
金
）

16
日（
土
）

17
日（
日
）

18
日（
月
）

19
日（
火
）

20
日（
木
）

21
日（
木
）

22
日（
金
）

23
日（
土
）

24
日（
日
）

25
日（
月
）

26
日（
火
）

27
日（
水
）

29
日（
金
） 令

和
７
年
度
予
算
編
成
説
明
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鶴
翔
高
校
創
立
20
周
年
記
念
式
典
（
阿
久
根
市
）

離
島
卓
球
大
会
（
獅
子
島
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）

鷹
巣
宮
之
浦
港
線
工
区
完
成
祝
賀
会
（
宮
ノ
浦
）

町
長
相
談
（
役
場
）

Ｂ
＆
Ｇ
財
団「
第
２
回
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
サ
ミ
ッ
ト
」（
東
京
都
）

北
薩
地
区
植
樹
祭
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会
・
中
央
省
庁
要
望
活
動

（
東
京
都
）

漁
港
漁
場
協
会
中
央
省
庁
要
請
活
動

県
農
業
信
用
基
金
協
会
第
４
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会
（
指
江
支
所
）

関
東
な
が
し
ま
会
（
東
京
都
）

全
国
過
疎
地
域
連
盟
第
58
回
総
会

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
第
３
回
理
事
会

簡
易
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会

全
国
町
村
長
大
会

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会

水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推
進
大
会
、
定
期
総
会

北
薩
広
域
理
事
会
（
出
水
市
）

出
水
共
同
職
業
訓
練
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典・祝
賀
会
（
阿
久
根
市
）

お
さ
か
な
祭
り
（
薄
井
漁
港
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
（
鹿
児
島
市
）

加
温
大
将
季
は
さ
み
入
れ
式
（
平
尾
地
区
）

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

交
通
安
全
協
会
県
境
ブ
ロ
ッ
ク
（
阿
久
根
市
）

　
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
渋
谷
日
和
さ
ん

が
、
志
布
志
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
田

剣
志
朗
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

「
長
島
×
志
布
志
よ
か
ト
コ
交
換
ツ
ア
ー
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
本
企
画
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
、
お
互
い
の
ま
ち
の
「
よ

か
ト
コ
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
長
島
町
編
で
は
、
渋
谷
さ
ん
が
「
み
か
ん

ち
ゃ
ん
」
と
し
て
、
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
と
「
み
か
ん
授
業
」
を
し
て
い

ま
す
。
渋
谷
さ
ん
は
「
温
州
ミ
カ
ン
発
祥
の

地
で
あ
る
長
島
町
を
、
ミ
カ
ン
の
聖
地
と
し

て
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

訪
れ
た
く
な
る
場
所
に
し
た
い
。
そ
の
活
動

の
一
環
で
今
回
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
撮
影
に
初

挑
戦
し
た
。
ぜ
ひ
、
ミ
カ
ン
を
食
べ
な
が
ら

ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
動
画
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
長
島
大
陸
マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
」
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

長
島
×
志
布
志
よ
か
ト
コ
交
換
ツ
ア
ー



広報ながしま  2024年12月号  ｜ 1415　｜　広報ながしま  2024年12月号    

巡
回
無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、当
会
所
属
の

弁
護
士
を
派
遣
し
て
各
地
を
巡
回
す
る
形
で

の
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、日
常
生
活
の
悩
み
事
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
同
会
所
属
の
弁
護
士
が
専
門
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

※
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、予
約
制
と
し
ま

す
。

〇
日
程

　
12
月
20
日（
金
）　
午
後
１
時
～
４
時

〇
場
所

　
役
場

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

令
和
６
年
度「
税
に
関
す
る
作

品
」受
賞
者
を
紹
介

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、出
水
地
区
租

税
教
育
推
進
協
議
会
、公
益
財
団
法
人
北
薩
法

人
会
お
よ
び
国
税
庁
で
は
、「
税
に
関
す
る
作

品
」を
募
集
し
、審
査
し
た
結
果
、次
の
通
り
受

賞
者
が
決
定
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

〇
小
学
生
書
道
の
部

・
入
選　
石
丸 

謙
心（
川
床
小
・
６
年
）

〇
中
学
生
書
道
の
部（
１
年
生
）

・
最
優
秀
賞　
﨑
野 

瑠
菜（
長
島
中
）

〇
中
学
生
書
道
の
部（
２
年
生
）

・
入
選　
垂
門 

凜（
川
床
中
）

・
入
選　
宮
脇 
新
奈（
鷹
巣
中
）

〇
中
学
生
書
道
の
部（
３
年
生
）

・
町
商
工
会
会
長
賞　
北
村 

心
海（
鷹
巣
中
）

・
入
選　
田
浦 

果
音（
平
尾
中
）

・
入
選　
濵
﨑 

莉
帆（
長
島
中
）

〇
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
入
選　
谷
尾 

早
矢（
平
尾
中
・
３
年
）

〇
中
学
生「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

・
出
水
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
田
邊 

幸
之
助（
長
島
中
・
３
年
）

・
出
水
税
務
署
管
内
青
色
申
告
連
合
会
会
長
賞

　
宮
路 

こ
は
る（
鷹
巣
中
・
３
年
）

・
出
水
間
税
会
会
長
賞

　
川
中 

梨
莉
亜（
鷹
巣
中
・
３
年
）

・
長
島
町
商
工
会
会
長
賞

　
北
村 

心
海（
鷹
巣
中
・
３
年
）

・
出
水
小
売
酒
販
組
合
理
事
長
賞

　
川
添 

壮
一
朗（
鷹
巣
中
・
３
年
）

・
出
水
地
区
宅
建
業
税
務
協
議
会
会
長
賞　
　

　
松
原 

昂
生（
川
床
中
・
２
年
）

〇
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

・
優
秀
賞　
福
山 

結
寿
花（
鷹
巣
小
・
５
年
）

・
入
賞　
谷
口 

紗
奈（
川
床
小
・
５
年
）

・
入
賞　
山
下 

日
々
煌（
平
尾
小
・
５
年
）

・
入
賞　
鴨
川 

航
陽（
伊
唐
小
・
６
年
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
税
務
署

　
☎
０
９
９
６（
62
）０
２
０
０

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い「
２
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

書
か
な
い
確
定
申
告「
準
備
編
」

　
令
和
6
年
分
の
所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
た
へ「
自
動
計
算
・

自
動
入
力
・
自
宅
か
ら
」確
定
申
告
は
ス
マ

ホ
か
ら
で
き
ま
す
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
気
軽
に「
ス
マ
ホ

申
告
」チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

【
準
備
編
】

　
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の
ス
マ

ホ（
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス
ワ
ー
ド
２
つ

①
署
名
用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー
ド（
英

数
字
６
～
16
文
字
）

②
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー

ド　
（
数
字
4
桁
）

　
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
や
ロ
ッ
ク
し

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
税
務
署

　
☎
０
９
９
６（
62
）０
２
０
０

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い「
２
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

先
進
医
療
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　
県
で
は
、不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、保
険
適
用
の
生
殖

補
助
医
療
と
併
用
可
能
な
先
進
医
療
を
受
け

る
夫
婦
に
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

〇
対
象
者

①
保
険
適
用
に
よ
る
生
殖
補
助
医
療
と
併
用

可
能
な
先
進
医
療（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
不
妊
治
療
関
連
の
技
術
）を
受
け
た
か
た

で
あ
る
こ
と
。

②
助
成
の
申
請
時
に
お
い
て
、夫
も
し
く
は

妻
の
ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
方
が
、鹿
児

島
県（
鹿
児
島
市
を
除
く
）に
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

③
生
殖
補
助
医
療
の
治
療
期
間
の
初
日
に
お

け
る
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

〇
助
成
額　

先
進
医
療
費
分
の
自
己
負
担
額
の
10
分
の
７

(

上
限
10
万
円)

〇
申
請
期
限

令
和
6
年
度
に
治
療
が
終
了
し
た
か
た
は
、

令
和
7
年
3
月
31
日(

月)

ま
で

※
対
象
治
療
や
助
成
額
・
助
成
回
数
な
ど
詳

し
く
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

 

県
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
０
８
８

地
震
に
よ
る
住
宅
崩
壊
に
備

え
よ
う

　
地
震
災
害
で
最
も
怖
い
の
は
住
宅
倒
壊
の

被
害
で
す
。
近
年
発
生
し
て
い
る
大
地
震
で

は
、住
宅
倒
壊
な
ど
に
よ
り
多
く
の
か
た
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
現
在
の
耐
震
基

準
を
満
た
さ
な
い
昭
和
56
年
５
月
以
前
の
住

宅
に
被
害
が
集
中
し
ま
し
た
。
大
地
震
に
備

え
て
、建
設
時
期
が
古
い
住
宅
に
住
ん
で
い

る
か
た
は
、専
門
家
に
住
宅
の
耐
震
診
断
を

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

は
、専
門
家
に
診
断
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
際
は
、地
震
対
策
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・悪
質
な
点
検
商
法
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
住
宅
耐
震
に
関
す
る
相
談
は
、県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
建
築
課
住
宅
政
策
室
住
宅
企
画
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
７
３
８

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か

　
若
い
世
代
が
結
婚
や
妊
娠
・
出
産
、子
育
て
仕

事
に
関
す
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
期
待
を
も
っ

て
積
極
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
考
え
る
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

県
出
身
の
人
気
歌
手
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
が
出
演
し
た
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ
マ
風
の
動

画
で
す
。

　
県
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら｢

ラ
イ

フ
プ
ラ
ン｣

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

 

県
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
８
０
０

30
・
10
運
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

　
日
本
の
食
品
ロ
ス（
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
る
食
品
）の
発
生
量
は
、令
和
4

年
度
で
４
７
２
万
㌧
に
の
ぼ
り
、特
に
宴
会

で
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
、宴
会
な
ど
で

の「
30
・
10（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）運
動
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
忘
年
会
の
際
に
は
、

幹
事
か
ら
次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
行
い
、

「
30
・
10
運
動
」の
実
践
に
協
力
く
だ
さ
い
。 

〇
乾
杯
前
後　

　
「
最
初
の『
30
分
間
』は
、周
り
の
人
と
歓
談

し
な
が
ら
、席
を
移
動
せ
ず
に
料
理
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」

〇
お
開
き
前　

　
「
も
う
す
ぐ
お
開
き
と
な
り
ま
す
が
、残
り

『
10
分
間
』は
、自
分
の
席
に
戻
っ
て
料
理
を

食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課　

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
９
４

か
ご
し
ま
の
考
古
学
研
究
史

　
鹿
児
島
の
考
古
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

多
く
の
先
人
た
ち
。
教
師
や
医
師
、学
生
、在

野
の
研
究
者
な
ど
、職
業
や
立
場
は
様
ざ
ま
で

す
が
、歴
史
を
解
明
す
る
と
い
う
同
じ
思
い
を

抱
い
て
調
査
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
展
示

で
は
、先
人
た
ち
が
調
査
し
た
遺
跡
や
遺
物
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、調
査
の
原
点
を
振
り
返

り
、鹿
児
島
の
考
古
学
研
究
の
歩
み
や
先
人
た

ち
の
熱
い
想
い
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
会
期

 　
12
月
21
日(

土)

～
3
月
9
日(

日)

〇
休
園
日

　

 

月
曜
日(

休
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日)

〇
場
所

　
上
野
原
縄
文
の
森(

霧
島
市)

　
展
示
館
企
画
展
示
室

〇
時
間 　

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

(

入
場
は
午
後
4
時
半
ま
で)

〇
参
加
費

　
展
示
館
利
用
料
金

※
詳
し
く
は
、上
野
原
縄
文
の
森
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
｢

上
野
原
縄
文
の
森｣

で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
文
化
財
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
６
７
５



広報ながしま  2024年12月号 ｜ 16

　

10
月
26
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
東
京
都
）

で
長
島
町
に
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
な
が
し
ま
情
熱
大

陸
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
川
添
町

長
は
謝
意
を
述
べ
た
あ
と
、
町
の
魅
力
や
食
材
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
。
参
加
者
は
、
町
産
の
ブ
リ
や
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
柑
橘
類
な
ど
の
食
材
と
一
流
シ
ェ
フ
の
技

術
が
詰
ま
っ
た
コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、

特
産
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
長
島
町

魅
力
発
見
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
長
島
へ
旅
行
し
た
く
な
っ
た
。

獅
子
島
架
橋
や
子
ど
も
子
育
て
支
援
な
ど
に
ふ
る

さ
と
納
税
で
応
援
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

な
が
し
ま
情
熱
大
陸
感
謝
祭

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て

　
11
月
６
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
、
サ
ン
セ
ッ
ト

の
丘
（
指
江
）
で
、
今
年
で
４
回
目
と
な
る
「
Ｆ

ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ　
ｏ
ｆ　
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
（
フ
ラ

ワ
ー
ズ
オ
ブ
ヒ
カ
リ
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
島
原
・
天
草
・
長

島
の
三
県
架
橋
構
想
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
光
り
の
ト

ン
ネ
ル
を
橋
で
繋
い
だ
輝
く
オ
ブ
ジ
ェ
で
架
橋
実

現
の
思
い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
６
日
に
行
っ
た
点
灯
式
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で

は
、
川
添
町
長
が
「
東
シ
ナ
海
を
臨
む
素
晴
ら
し

い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
子

ど
も
向
け
に
、
光
る
シ
ー
ソ
ー
や
ブ
ラ
ン
コ
、
音

の
鳴
る
ス
テ
ッ
プ
ラ
イ
ト
な
ど
を
設
置
。
町
自
慢

の
大
き
な
石
積
み
の
壁
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　
姶
良
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
上
川
煌こ

う
き喜
君
（
11

歳
）は「
想
像
よ
り
も
き
れ
い
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
感
動
し
た
。
ブ
ラ
ン
コ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ズ
オ
ブ
ヒ
カ
リ

未
来
に
つ
な
げ
ヒ
カ
リ
の
架
け
橋

　
10
月
28
日
、
令
和
６
年
度
鹿
児
島
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
「
ゆ
め
・
と
き
め
き
鹿
児
島
」
ね
ん
り

ん
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝

し
た
母
良
木
老
人
ク
ラ
ブ
（
豊
田
直
俊
主
将
）
が

川
添
町
長
に
報
告
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、
優
勝

に
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
24
日
に
行
わ
れ
、
県
内
の
地
区
代
表

32
チ
ー
ム
が
参
加
。
試
合
途
中
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
均
年
齢
86

歳
の
同
チ
ー
ム
は
、
持
ち
前
の
根
性
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
へ
の
熱
い
魂
で
挑
み
、
見
事
大
会
を
制
覇

し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
優
勝

町
内
初
の
快
挙
に
喜
び
の
表
情
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11
月
５
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
第
18
回
長

島
小・中
学
校
音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
頃
の
音
楽
活
動
の
成
果
を
発
表
し

合
う
こ
と
で
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
と
と
も
に
、

地
域
の
文
化
向
上
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
す
べ
て
の
学
校
の
発
表
を
鑑
賞
で
き

る
よ
う
に
開
催
。
町
内
７
つ
の
小
学
校
と
５
つ
の

中
学
校
か
ら
児
童
、
生
徒
が
参
加
し
、
学
校
ご
と

に
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
や
合
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。

長
島
町
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会

音
楽
の
力
で
人
間
性
を
豊
か
に

　
11
月
７
日
、
宮
ノ
浦
地
区
で
鷹
巣
宮
之
浦
港
線

の
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
、
地
元
住
民
や
施
工
業

者
な
ど
約
20
人
が
出
席
。
道
路
の
新
た
な
門
出
を
祝

い
、
関
係
各
位
の
代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

あ
り
ま
し
た
。　

　
工
事
は
、
住
宅
が
密
集
し
た
集
落
内
の
道
路
を

広
げ
る
た
め
、
よ
う
壁
が
張
り
出
し
た
工
法
で
整

備
し
ま
し
た
。　

　
平
野
利
夫
自
治
公
民
館
長
は
「
素
晴
ら
し
い
道

路
が
で
き
た
こ
と
に
関
係
者
へ
感
謝
し
た
い
。
集

落
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。
完
全
整
備
ま
で
、
尽

力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

鷹
巣
宮
之
浦
線
竣
工
式

道
路
整
備
で
離
合
も
可
能
に

　
11
月
９
日
、川
床
中
学
校
（
西
元
ひ
と
み
校
長・

46
人
）
で
ふ
る
さ
と
交
流・貢
献
学
習
が
行
わ
れ
、

全
校
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
人
と
交
流
を
し
な
が
ら
、
地

域
貢
献
を
考
え
る
機
会
の
創
出
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
校
区
内
の
８
集
落
に
別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
加
世
堂
集
落
で
は
、
文
化
財
で
あ
る
古
墳
２
基

と
ミ
カ
ン
、
貝
養
殖
の
地
区
内
産
業
を
加
世
堂
照

男
自
治
公
民
館
長
が
説
明
。
参
加
し
た
池
林
由
真

さ
ん
（
３
年
）
は
「
加
世
堂
に
は
、
古
い
歴
史
と

魅
力
が
あ
る
こ
と
を
知
れ
た
。
見
て
、
聞
い
て
、

食
べ
、
体
験
し
た
こ
と
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

川
床
中
学
校
ふ
る
さ
と
交
流
・
貢
献
学
習

こ
の
体
験
を
次
の
世
代
へ

「
あ
お
も
じ
レ
モ
ン
胡
椒
」
を
開
発

さ
っ
ぱ
り
風
味
の
調
味
料

　
11
月
５
日
、
町
内
に
自
生
す
る
ア
オ
モ
ジ
の
実

を
活
用
し
た
「
あ
お
も
じ
レ
モ
ン
胡
椒
」
の
完
成

披
露
会
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
商
品
は
、
町
出
身
の
加
世
堂
洋
平
さ
ん
が
運
営

す
る
会
社
で
、
５
月
頃
か
ら
研
究
開
発
を
実
施
。

柚
子
胡
椒
に
似
た
用
途
で
使
用
し
、
料
理
に
添
え

る
と
ア
オ
モ
ジ
に
含
ま
れ
る
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
成

分
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
風
味
が
口
の
中
に
広
が
り

ま
す
。

　
来
年
秋
ご
ろ
か
ら
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

　
加
世
堂
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
の
感
想
を
聞
い
て

も
っ
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。
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11
月
９
日
、
平
尾
中
学
校
（
有
馬
賢
一
校
長
・

33
人
）
で
芸
術
鑑
賞
会
「
日
韓
ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー

夢
の
共
演
『
こ
れ
が
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
！
』」

の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
各
種
ダ
ン
ス
を
見
学
後
、

10
月
８
日
か
ら
事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
練
習
し

て
い
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン
ス
を
全
員
で
行
い
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
を
代
表
し
て
宮
瀬
奈な

み海
さ
ん
（
２
年
）
が

「
実
際
に
見
て
踊
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。も
っ

と
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
こ
と
を
知
り
た
く
な
っ
た
」

と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

平
尾
中
学
校
芸
術
鑑
賞
会

楽
し
い
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

町
で
北
薩
地
区
植
樹
祭

防
森
を
育
て
心
を
育
み
、
林
業
を
守
る

　
11
月
30
日
、宮
之
浦
港
で
海
へ
の
感
謝
や
安
全・

大
漁
を
祈
願
す
る
恵
比
寿
祭
が
開
催
さ
れ
、
地
元

の
関
係
者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、神
事
や
漁
船
パ
レ
ー
ド
、餅
投
げ
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
同
港
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

　
宮
ノ
浦
漁
業
会
総
代
を
務
め
る
平
野
良
明
さ
ん

は
「
祭
り
を
通
じ
て
、
漁
獲
量
の
向
上
と
航
海
安

全
を
恵
比
寿
様
に
祈
願
し
、
近
年
の
物
価
高
騰
や

漁
獲
量
低
迷
に
負
け
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
行
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

宮
ノ
浦
恵
比
寿
祭

漁
獲
量
向
上
と
航
海
安
全
を
祈
願

　
11
月
12
日
、
令
和
６
年
度
北
薩
地
区
植
樹
祭
が

町
文
化
ホ
ー
ル
と
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
で
開
催
さ

れ
、
関
係
者
約
３
０
０
人
が
参
加
。
記
念
の
代
表

植
樹
と
一
般
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
林
業
功
労
者
の
表
彰
や
県
学
校
林

等
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
、
県
環
境
林
務
部
工
事

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
北
薩
地
域
森

林
・
林
業
振
興
協
議
会
会
長
の
川
添
町
長
は
「
森

林
は
、
水
を
蓄
え
、
土
砂
流
出
を
防
ぐ
ほ
か
、
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
い

る
。
本
日
の
植
樹
祭
を
契
機
と
し
て
、
多
様
で
健

全
な
森
林
の
育
成
や
緑
化
の
取
り
組
み
が
一
層
進

展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
蔵

之
元
緑
の
少
年
団
３
人
と
青
年
林
業
士
２
人
が

「
再
造
林
や
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
推
進
し
、

多
様
で
健
全
な
森
林
を
未
来
へ
つ
な
ご
う
」な
ど
、

５
つ
の
植
樹
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
朗
読
し
、
賛
同
す

る
会
場
の
拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
の
後
、
サ
ン
セ
ッ
ト

の
丘
に
、
代
表
植
樹
と
し

て
ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
22
本

と
一
般
植
樹
と
し
て
ニ
オ

イ
バ
ン
マ
ツ
リ
２
５
０
本

が
植
樹
さ
れ
、
北
薩
地
区

の
緑
化
に
寄
与
し
ま
し

た
。
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11
月
12
日
、
鷹
巣
小
学
校
（
西
留
敦
朗
校
長
・

２
０
２
人
）
の
２
年
生
が
、
生
活
科
の
時
間
で
、

町
内
の
生
花
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、電
気
店
、

役
場
な
ど
、
15
の
職
場
を
訪
問
。
働
く
大
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
、
仕
事

へ
の
気
付
き
や
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え
ま
し

た
。

　
役
場
に
は
、
７
人
の
児
童
が
訪
問
し
、
川
添
町

長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
町
長
の
説
明
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
本
田
菜な

ほ穗
さ
ん
は
「
役
場
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
楽
し
か
っ

た
。
勉
強
に
な
っ
た
」
と
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め

た
様
子
で
し
た
。

鷹
巣
小
学
校
「
え
が
お
の
ひ
み
つ
た
ん
け
ん
た
い
」

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
知
ろ
う

　
11
月
18
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
町
内
５
カ
所
で

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
長
島
支
部
に
よ
る
令

和
６
年
度
道
路
交
通
法
令
講
習
会
が
実
施
さ
れ
、

計
２
４
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
日
没
時
や
夜
間
時
に
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
ラ
イ
ト
活
用
の
有

効
性
や
高
齢
者
が
運
転
す
る
時
の
注
意
点
な
ど
の
講

話
を
阿
久
根
警
察
署
交
通
課
職
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
26
日
の
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
講
習
を
受
け
た

山
口
ち
み
さ
ん
（
浦
底
）
は
「
普
段
何
気
な
く
し

て
い
る
運
転
か
ら
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

道
路
交
通
法
令
講
習
会

気
持
ち
を
引
き
締
め
る
き
っ
か
け
に

　
11
月
19
日
と
20
日
の
２
日
間
、
町
内
の
小
中
学

校
で
学
校
巡
回
バ
イ
オ
リ
ン
体
験
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
川
床
、
蔵
之
元
、
平
尾
の
３
小
学
校

と
川
床
中
学
校
で
行
わ
れ
、「
バ
イ
オ
リ
ン
ひ
ま

わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
３
人
の
講
師
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
蔵
之
元
小
学
校
（
中
村
勲
校
長・45
人
）
で
は
、

４
年
生
か
ら
６
年
生
が
参
加
し
、
演
奏
体
験
や
児

童
に
よ
る
合
奏
と
講
師
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
年
生
の
藤
川
未み

や

び
也
美
さ
ん

は
「
指
導
が
上
手
で
簡
単
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く

こ
と
が
で
き
た
。
講
師
の
き
れ
い
な
音
色
に
感
動

し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

町
内
の
学
校
で
バ
イ
オ
リ
ン
教
室

き
れ
い
な
音
色
に
感
動

音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

」

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を

　
11
月
17
日
、
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階

で
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

」
が
岩
塚
健
志

郎
さ
ん
（
平
尾
中
南
）
と
大
平
和
喜
さ
ん
（
上
揚
）

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
人
は
、
若
者
が
音
楽
を
通
し
て
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
企
画
。
日
本
の
レ
ゲ
エ
界
を

リ
ー
ド
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
会
場
は
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
大
平
さ
ん
は
「
町
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
若
者

が
参
加
し
て
く
れ
た
。
今
後
も
長
島
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
き
た
い
」
と
熱
意
を
述
べ
ま
し
た
。
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野 菜はスープとみそ汁でと
ればいい

常識やぶりのアイディアおやつ

著／倉橋利江

使 う 野 菜 の 数 は 少 な い の に ボ
リューム満店！
忙しい人でも作れます。

少ない材料でちゃんとおいしい！
誰でも簡単においしいスイーツが
作れます。

向
ふ
山
に
沈
ま
ん
と
せ
し
赤
し
ゃ
く
じ
つ日
は
庭
に
立
つ
吾
を
茜
に
染
む
る

窓
越
し
に
見
る
漁
火
は
小
さ
く
て
去こ
ろ
じ年
よ
り
今
年
少
な
く
な
り
ぬ

萩
の
花
散
り
た
り
重
く
揺
れ
を
り
て
神
無
月
終
え
霜
月
に
入
る

逝
き
た
り
と
言
へ
ど
夫
の
存
在
は
孫
に
及
び
て
賞
を
頂
く

大
正
琴
教
へ
て
く
れ
し
友
逝
き
ぬ
共
に
演
奏
十
四
年
過
ぐ

十
月
や
海
峡
青
き
水み

お脈
を
生
む

み
の
む
し
や
不
戦
の
誓
ひ
忘
る
ま
じ

法
螺
貝
で
始
ま
る
囃は

や
し子

秋
日
和

蓑
虫
や
母
に
も
ら
ひ
し
博
多
帯

寝
そ
び
れ
て
本
を
開
き
し
夜
長
か
な

蓑
虫
や
瓦が

れ
き礫

の
路
地
に
雨
が
降
る

燈
台
の
灯ひ

回
る
薄
暮
の
秋
思

賑
ひ
の
去
り
し
浜
辺
の
秋
思
か
な

長
き
夜
の
眠
り
薬
の
白
湯
さ
ま
す

電
柵
に
囲
わ
れ
し
村
曼
珠
沙
華

仰
ぐ
空
鳴
く
声
近
く
鶴
渡
る

淵
脇　
　

護

白
男
川
孝
仁

関　

佳
代
美

大
堂　

早
苗

山
嵜
加
代
子

迫
口　

君
代

大
堂　

正
弘

関　

喜
久
雄

二
階
堂
恵
子

二
階
堂
妙
子

坂
口   　

子

小
林 　

貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

中
山
タ
マ
エ

浜
田
美
代
子

岩
下
ち
江

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

何
の
そ
の
ど
こ
で
生
き
よ
と
雨
風
あ
る
さ
長
島
魂
で
踏
み
越
え
進
む

懐
か
し
き
面
影
残
し
喜
寿
祝
う
今
も
変
ら
ず
昔
に
還
る

久
し
ぶ
り
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力くださ

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

い。

２０２５１

１０ １１５ ８ ９

１７ １８１２ １３ １５ １６

２４ ２５１９ ２０ ２１ ２２ ２３

２６ ２７

３２

１４

６ ７

12/31 １ ４12/29 12/30

 ２８    29    30 ２/1   31

元旦

〇境田医院 67-2600
〇北国医院 72-0016
◇キッズクリニック 63-7707
□エンジェル薬局 65-7637
□さくら薬局 63-7700

〇平尾診療所 88-2595
〇よう皮ふ科医院 63-1112
〇阿久根眼科 72-0040
〇よしだ泌尿器科クリニック 63-7800
◇出水総合医療センター 67-1611
□あすか薬局 63-7322
□高松薬局 73-4002
□こがね薬局 64-1132
□そうごう薬局 64-8161

〇長島クリニック 88-6405
〇内山病院 73-1551
〇福永内科循環器科 62-8200
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□さすえ薬局 88-6011
□出水マリンバ薬局 63-8601
□本町薬局 73-3233
□かりん薬局 64-1400

　

〇市川医院 63-3151
〇鶴見医院 73-0553
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□第二緑調剤薬局 63-1177
□会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

　　　　　

〇鷹巣診療所 86-0054
〇吉井整形外科内科中央病院 62- ８111
〇脇本病院 ７５－２１２１
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□マリン薬局 63-6678
□三文字薬局 75-0073
□長島調剤薬局 64-5555
□すくすく薬局 72-5010

成人の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇平尾診療所 88-2595
〇クリニック、なかむら 62-0241
〇林胃腸科外科 73-3639
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根店 72-5060

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　　　　　

　（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇長島クリニック ８８－６４０５
〇広瀬産婦人科医院 62-1559
〇植村整形外科 72-1041
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□うらくぼ薬局 82-2539
□さすえ薬局 88-6011
□そうごう薬局 64-8161

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇恒吉医院 82-0048
〇有村産婦人科・内科 73-4180
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□さかえまち薬局 72-0978
□かしま薬局 63-3970

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

�

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎幼児歯科健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●１月１日は元日です。
　年のはじめを祝うことを趣旨としています。

●１月の第２月曜日は成人の日です。
　大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ますこと
を趣旨としています。

12 月 30日から１月３日はごみ処理施設受け入れ不可のため、ごみの収集は行いません。12月 30日から１月３日はごみ処理施設受け入れ不可のため、ごみの収集は行いません。
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